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2la-10 蹴鞠装束に関する研究（第３報）

９弓削公子（大阪女子短期大学）

被　　服

＜目的＞今回は蹴鞠装束類の中の主要な構成品でもある袴について調査し、一般のものや、

他の文献のものとの比較関連について考察する。

＜方法＞京都国立博物館、京都府資料館、京都蹴鞠保存会館、井筒K.    K   （京都市）・葛

布織元（静岡県掛川市）において調査を続行した。

＜結果＞すでに調査済みの現存する江戸～明治～大正～昭和初期における蹴鞠袴類の約８

割は秋の七草の一つである 「葛」を原料とした地質となっている。これはおそらく、耐日

光性、耐水性、耐m 削 こ富む点から戸外でのスポーツ用衣料として最適と考えられｉ ので

あろう。

構成面においては、水干を内側に着込むために脇明をひも下りの二分の一から三分の一

に又、相引をそれの三分の一の寸法にしている点や腰布の前後・襟布・一巾の使用枚数な

ど他のものとの相違点が顕著で、活動的・機能的面を優先していることが判明した。

その他、染色方法・織り手法など類似点もみられた。

2  1a-ll 日本におけるスパンコ'―ル の変遷について＝ スパンコールの製造・流通を含めて一

〇徳山孝子

(岐阜女 大)

目的 昨年、スパンコールの付いた衣類や小物が流行した。舶来物の一つとしてのスパン

コールは、日本においてどのような変遷を辿っているのであろう力＼ これまでの研究では、

日本におけるスパンコールの報文がほとんどなく、辞書や事典に記載されている程度である。

辞書や事典では、世界西洋史のなかにスパンコ'―ルが述べられ、日本のスパンコールに関す

る記述が少ない。そこで、日本におけるスパンコールの変遷をたどるとともにスパンコール

の製造・流通について調査した。

方法　 日本におけるスパンコールの製造・流通を明らかにするため聞き書き調査を行い、

聞き書き調査からスパンコ'―ルの変遷をまとめた。

結果　 現在スパンコールを製造する業者は、（株）ツジオシークエンス一件であった。聞

き取り調査から日本のスパンコールの変遷は、（株）ツジオシークエンスの歩みと同じであ

った。スパンコールの素材はフイルムであり、京都の金糸製造業者がスパンコールの原料と

なるフイルムを製造していた。日本のスパンコールのベースフイルムは、アセチロイドから

はじまり現在は、塩化ビニルとポリエステルであった。スパンコールは、フイルムから打ち

抜き平、亀甲、花や菓などの形になる。（株）ツジオシークエンスは、スパンコールの輸出

を主としており世界約3  3力国に輸出している。日本では、ビーズ会社に販売していた。
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